
2. 等加速度運動と運動方程式

高校の時の数学の時間に、「ここに公
式が並んでいるが、どれも必要か？」と
先生に問われました。「覚えればいいも
のだ」と思っていた公式が、そうではな
いと気づきました。法則も同様です。

私もうれしい！軌跡や横軸時間
のグラフの両面から等速直線運動
を理解してほしいです。

質量m が抜けていますが、運動方程式
のことですね。はい。高校で学ぶ以上に、
運動方程式の価値は大きいです。

等速直線運動も、等加速度運動も、どちらも運動方程式か
ら説明できます。その辺をじっくり味わってほしいです。

他の複雑な運動も運動方程式を基にして考えることができ
ます。大気の運動も、地震の波の伝わり方も、大元は運動方
程式で考えます。

友だちと手をつないでジャンプ
するというのは、いい例ですね。
素晴らしい発想です。今後の講義
で紹介させてください。

実際に重い物の方が速く落ちる
のは、空気の抵抗が原因です。

他の講義でも、中国からの留学
生の皆さんは真空中の落下の実験
や大小の鉄球を落下させる実験を
見たことがあると言っていました。
いい経験をしていると思います。
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非常に面白い疑問で
す。この疑問は、是非

大切にして下さい。答えを書いてしまうと、真空中の光はいつも速度が一定です。加速も減速もでき
ません。物理学の中でも、光は色々な意味で特別です。

いい疑問だと思います。まず、
速さが変化する円運動は、ちょっ
とややこしいですので、別の講義

「力学」 で扱います。ただ、速さの変化する仕組みについては、この講義で後ほど扱います。「各
運動量保存則」という名称で理解されています。

これも非常にいい疑問だ
と思います。しかし、運動
方程式が提唱されてから

300年間、あらゆる検証に耐えてきた方程式です。実用的には全く問題ありません。しかし、微小な
世界や光速に近いような状況、重力が非常に強い状況下では、運動方程式からのずれが目立ってき
ます。現在では、それぞれ、量子力学、特殊相対性理論、一般相対性理論という枠組みで理解され
ています。しかし、こうした新しい理論も仮説でしかありません。



端的に言えばその通りです。一般に
物理学用語と、日常生活で使う言葉は
若干意味が違うので注意が必要です。

5. 勉強方法とか講義とか またやってしまいましたか。失礼
しました。しかし、これほどの人
数がいるので、私が把握できない
こともあります。皆さんもぜひ協
力して下さい。すなわち、立ち上
がるとか、周りの人も私にわかる
ように合図を送るとか。

テキストを丁寧によく読む。そして、
同じ時間をかけるなら、勉強する回数
を増やして分散して何日も勉強するよ
うにしてみてください！！頭の中に飼
うようにしてください。

忘れないでください！物理学は頭の中で飼っておくことで、
理解が進みます。是非、時々思い出して下さい。

3. 重力と重力加速度 英々辞書を使って単語を調べたら、一方の
説明に他方が使ってあるようなものですね。
本当に難しいと思います。重力を「万有引
力と遠心力の合力」と別途定義する必要が
あると思います。

10km 上昇すると、おおよそ、0.3%
ほど重力加速度が減ります。ちなみ
に、富士山の高さは約3.8kmです。

実際には、緯度や近くにある物質の密度などでも値が
変わります。そこで、精密な議論をする場合には、そ
の場所での重力加速度を調べる必要があります。書い
てくれた値は、単なる「標準」の値で、「標準重力加
速度」と呼ばれているようです。

「重さ」もそうだと思ってください。すなわち、純粋に持ち上げるのに最低限必要な力の大
きさを言っています。一方で、「重いからなかなか動かない」という場合の「重さ」は、動
かしにくさを言っているので、こちらは「質量」に対応しています。

ぜひテキストを読んで！！

まずは、ユーチューブで扱った例を、自分で何回か練習
して、その上でプリントの練習問題をやってみましょう！

よくがんばりました！自分で適当な曲
線を描いてみるのもいいと思います。時
間ができたら問題作ってみます。

というか、翌週には必ず出すようにしてく
ださい！

高校で勉強したことを知らなかったことにする必
要は全くありません。活用してください。ただ、講
義を受けてわかるように、物体に作用している力は
一つだけですので、図を描く必要性は低いです。ま
た、数式による理解よりも、グラフに描けるか、運
動が理解できるか、をこの講義では重視しています。

問題の方にも描いてあったら描いてみてく
ださい。t=0 は特別な時間ではありません。


